
心を豊かに満たす音楽
響きはつながり、羽ばたいてゆく

「中学音楽１　音楽のおくりもの」は、教育基本法及び学校教育法の内容や、さまざまな教育課題に対応
すべく、「音楽を愛好する心情を育み、豊かな情操を養う教材と学習を設定する」

「学習の見通しがもて、学びを深める」「先生方と生徒の一人一人に寄り添って、ご授業を支える」。
これら三つの観点を基本方針として編修にあたりました。

「学びのチカラで 人と社会を 未来へつなぐ」
自ら問い、考え続け、社会を創っていく子どもたちを育てたい。
そのような思いをこめて、私たちはこの教科書をつくりました。

１．編修の基本方針

音楽を愛好する心情を育み、
豊かな情操を養う教材と学習を設定しています。

音楽的な見方・考え方を働かせ、イメージや感情の羽ばたきを促すページ構成と、音楽文化
と豊かに関わりながら学びを進められる内容の工夫を施しました。

学習の見通しがもて、学びを深めます。

資質・能力を育むために精選された教材と、適切な学習の進め方を示すことで、主体的・協
働的な学びを深められるようにしました。

先生方と生徒の一人一人に寄り添って、ご授業を支えます。

さまざまなご授業の実態に応じてお使いいただけるよう、ユニバーサルデザインに配慮し、
学習内容をわかりやすい文言と美しいビジュアルで表現しました。

特色１

特色２

特色３

1

編 修 趣 意 書
受理番号 学校 教科 種目 学年

105-96 中学校 音楽科 音楽（一般） 第１学年
発行者の番号・略称 教科書の記号・番号 教科書名

17 教出 音楽017-72 中学音楽１　音楽のおくりもの

（教育基本法との対照表）



　私は数学が好きだったので大学は工学部に進み、音
おん

源
げん

分
ぶん

離
り

という研究を
しました。音源分離についてわかりやすくいうと「いろいろな楽器の音が混
ざって聴

き

こえている中から、ピアノの音だけを抜
ぬ

き出す」といったような
ことです。
　研究とは「今まで人類が積み上げてきたものは何か」ということと、「それ
に加えて自分が何をプラスできるのか」ということを必死に探す作業では
ないかと思います。「まだ誰

だれ

もやっていないことを発見した！」と思っても、
他の研究者が既

すで

にやっていた、そんなことはしょっちゅうあります。

研究者とは

ピアニストとして
　ピアノは 3 歳

さい

から弾
ひ

いていて、中学生の頃
ころ

はロックや
ジャズにも出会い、友達とバンドを組んで演奏をしていま
した。私は大学院を卒業するときに、仕事として研究で
はなく音楽を選びました。どちらも楽しかったのですが
「自分だからこそできることは何か」という大事なことをつ
きつめたとき、私はクラシックピアノを土台に、作曲、編
曲、即

そっ

興
きょう

演奏もずっとやってきて、そういうユニークなと
ころを、少しずつ皆

みな

さんに評価してもらえるようになった。
そして、そのときに受けたピアノのコンクールで優勝できた
ことも大きな弾

はず

みとなって「今はもっと自分の音楽力を磨
みが

いたほうがよい」と考えたからです。

オーケストラとの共演やピアノ・リサイタルと
いった、クラシック音楽を主としたものから、
ポピュラー音楽の演奏、そして作編曲まで、
幅
はば

広いユニークな活動を展開している。また、
Cateen（かてぃん）という名前でピアノ演奏の
動画配信も積極的に行っている。

　「今どんな新しいことができるのだろう」と考えるのは、音楽や研究だけでなく、何に対
しても楽しいことだと思います。私自身の一番の原動力は好奇心です。皆さんも、今、世の
中にあるたくさんのものを吸収して、いろいろなことに興味をもって、「知る」ということを
楽しんでください。

私自身の一番の原動力は
好
こう

奇
き

心です。

角野隼斗

ピアニスト　角
すみ

野
の

隼
はや

斗
と

中学生の皆さんへ

With My
Heart

音楽はメッセージ
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モンゴル

日本

台湾
たいわん

バリ島

●音楽の特
とく
徴
ちょう
や役割を捉

とら
え、多様性を考えながら鑑賞しよう。

●声の出し方や歌い合わせ方などの特徴を聴
き
き取ろう。

日本とアジアの声による
さまざまな表現

わ
が
国
や
ア
ジ
ア
地
域
の
、
多
様
で
豊
か
な
声
に
よ
る
表
現
を
鑑か

ん

賞し
ょ
う

し
よ
う
。

ケチャ（インドネシア バリ島）

オルティンドー
（モンゴル）

布農〈ブヌン〉族の合唱（台湾）

日本の民
みん

謡
よう

　ケチャは、インドに起源があるといわれて
いる「ラーマーヤナ」の物語を題材にした、
舞
ぶ
踏
とう
劇に用いられる音楽です。ガムランとい

う、主として金属製の鍵
けん
盤
ばん
打楽器で演奏さ

れる合奏音楽を、声で表したものといわれ
ています。

　モンゴルの民謡には自然や家
か
畜
ちく

をたたえるものがよくみられます。
オルティンドーには「長い歌」とい
う意味があり、息を長く引きのば
しながら歌います。伴

ばん
奏
そう
にモリン

ホール（馬
ば
頭
とう
琴
きん
）という楽器（写真

左）を用いることがあります。

　台湾の先住民族、布農族による合唱は、穀物などの
種まきの際に、豊作を願って男性が声を合わせて歌い
ます。音の重なり方に特徴があります。

ホーミー
　モンゴルにはホーミーと
いう、大きな特徴のある発
声を用いた歌唱もあります。

　わが国にはさまざまな民謡があります（▶p.36）。「八
や
木
ぎ
節」と「江

え
差
さし

追
おい
分
わけ
」を比

ひ
較
かく
すると、声の出し方や母

ぼ
音
いん
をのばして装

そう
飾
しょく
する歌い方な

どが共通していたり、拍
はく
や拍
ひょう
子
し
の表れ方に違

ちが
いがあったりします。

江差追分（北
ほっ
海
かい
道
どう
）

八木節（栃
とち
木
ぎ
県・群

ぐん
馬
ま
県）

▶p.36郷土のさまざまな民謡

わが国やアジアの地域には、人
ひと
々
びと
のくらしと結びつ

きながら、さまざまな声で表現する音楽があります。
声の音

ね
色
いろ
（おんしょく）や出し方、合わせ方などの特徴

を聴き取ってみましょう。
エスディージーズ
S D Gs（持続可能な開発
目標）との関連を示しています。

天
てん

台
だい

声
しょう

明
みょう

　わが国には６世紀に仏教が伝わ
り、仏教の儀

ぎ
式
しき
に用いられる声明も

同じ時期に伝わったと考えられてい
ます。
　声明とは、僧

そう
侶
りょ
が経
きょう
典
てん
（信
しん
仰
こう
な

どが書かれた書物）の内容に節をつ
けて表現するものです。

58 59

Let's Try!

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

A プーン プーン プーン プーン

B チャ ● ● チャ ● ● チャ ● ● チャ ● ● チャ ● チャ ●

C ● チャ ● ● チャ ● ● チャ ● ● チャ ● ● チャ ● チャ

D ● ● チャ ● ● チャ ● ● チャ ● ● チャ ● ● チャ ●

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

A プーン プーン ● ● セ ● ジョ

B チャ ● ● チャ ● ● チャ ● ● チャ ● ● チャ ● チャ ●

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

A チャ ● ● ● ● ● チャ ● チャ ● チャ ●

ＢＣＤ ● ● ● ● ● ● チャ ● チャ ● チャ ●

全員で シリリリリー ー ー ー ー

聴き取ったこと 感じ取ったこと 調べたこと・わかったこと

天
てん

台
だい

声
しょう

明
みょう

日本の
民
みん

謡
よう

「八
や

木
ぎ

節」

「江
え

差
さし

追
おい

分
わけ

」

ケチャ

オルティンドー

布農〈ブヌン〉族
の合唱

表現の仕方を調べてみよう

声の音
ね
色
いろ
（おんしょく）や発声、人

数（一人、大勢など）、速さ、拍
はく
の

感じなどについて。

アに続けてイを演奏します。イは自由に何回も繰
く
り返しますが、途

と
中
ちゅう
でアを挟

はさ
むと、演奏に変化がつきおもしろく

なります。アを挟むときは、Ａが皆
みな
に伝わるように手や目などではっきり合図を出します。アの部分でＡが弱く（強く）

「チャ」と発声したら、皆も弱く（強く）「チャ」と続け、そのまま弱く（強く）イを演奏すると、強弱の変化がつき更
さら
に

おもしろい演奏になるでしょう。

Ａが力強く「チャ」と発音して演奏を開始します。Ａはリーダーなので一人で担当しましょう。

演奏を終わらせるときはAが「● ●セ●ジョ」と発音します（ウ参照）。
イの繰り返しをやめて、最後は全員で「シリリリリ……」と発音して、
息を吐

は
き切って静かに終えます。

日本とアジアの声による表現について、それぞれの音楽の特
とく

徴
ちょう

をみていこう。

　p.58で取り上げた日本とアジアの声による表現を、〈聴
き
き取ったこと〉〈感じ取ったこと〉〈調べたこと・わかったこと〉

の三つに整理して比
ひ
較
かく
してみよう。

それぞれの表現の特徴を踏
ふ

まえて、共通点や相
そう

違
い

点について考えてみよう。
そして気がついたことを友達に紹

しょう

介
かい

しよう。

整理のポイント

聴き取ったこと

表現の由来や生活の中での役割
と目的、歌詞の内容・意味、曲の
構成などについて。

調べたこと・わかったこと

自分が感じた、その音楽のよさや
おもしろさ、特徴など。

感じ取ったこと

Ａ〜Ｄの四つのパートに分かれて、ケチャのリズム・アンサンブルを体験してみよう。

１〜16は拍を表しています。アは12拍が一つのまとまり、イとウは16拍が一つのまとまりです。
「●」の部分は休みです。初めはゆっくりとした速度で練習して「ケチャ」の仕組みを理解しましょう。

ア

イ

ウ

ケチャを体験しよう

話し合おう

R7中音  教科書【１年 】p60　2023年3月9日 16：11：58 R7中音  教科書【１年 】p61　2023年3月9日 16：11：58
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Let's Try!

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

A プーン プーン プーン プーン

B チャ ● ● チャ ● ● チャ ● ● チャ ● ● チャ ● チャ ●

C ● チャ ● ● チャ ● ● チャ ● ● チャ ● ● チャ ● チャ

D ● ● チャ ● ● チャ ● ● チャ ● ● チャ ● ● チャ ●

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

A プーン プーン ● ● セ ● ジョ

B チャ ● ● チャ ● ● チャ ● ● チャ ● ● チャ ● チャ ●

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

A チャ ● ● ● ● ● チャ ● チャ ● チャ ●

ＢＣＤ ● ● ● ● ● ● チャ ● チャ ● チャ ●

全員で シリリリリー ー ー ー ー

聴き取ったこと 感じ取ったこと 調べたこと・わかったこと

天
てん

台
だい

声
しょう

明
みょう

日本の
民
みん

謡
よう

「八
や

木
ぎ

節」

「江
え

差
さし

追
おい

分
わけ

」

ケチャ

オルティンドー

布農〈ブヌン〉族
の合唱

表現の仕方を調べてみよう

声の音
ね
色
いろ
（おんしょく）や発声、人

数（一人、大勢など）、速さ、拍
はく
の

感じなどについて。

アに続けてイを演奏します。イは自由に何回も繰
く
り返しますが、途

と
中
ちゅう
でアを挟

はさ
むと、演奏に変化がつきおもしろく

なります。アを挟むときは、Ａが皆
みな
に伝わるように手や目などではっきり合図を出します。アの部分でＡが弱く（強く）

「チャ」と発声したら、皆も弱く（強く）「チャ」と続け、そのまま弱く（強く）イを演奏すると、強弱の変化がつき更
さら
に

おもしろい演奏になるでしょう。

Ａが力強く「チャ」と発音して演奏を開始します。Ａはリーダーなので一人で担当しましょう。

演奏を終わらせるときはAが「● ●セ●ジョ」と発音します（ウ参照）。
イの繰り返しをやめて、最後は全員で「シリリリリ……」と発音して、
息を吐

は
き切って静かに終えます。

日本とアジアの声による表現について、それぞれの音楽の特
とく

徴
ちょう

をみていこう。

　p.58で取り上げた日本とアジアの声による表現を、〈聴
き
き取ったこと〉〈感じ取ったこと〉〈調べたこと・わかったこと〉

の三つに整理して比
ひ
較
かく
してみよう。

それぞれの表現の特徴を踏
ふ

まえて、共通点や相
そう

違
い

点について考えてみよう。
そして気がついたことを友達に紹

しょう

介
かい

しよう。

整理のポイント

聴き取ったこと

表現の由来や生活の中での役割
と目的、歌詞の内容・意味、曲の
構成などについて。

調べたこと・わかったこと

自分が感じた、その音楽のよさや
おもしろさ、特徴など。

感じ取ったこと

Ａ〜Ｄの四つのパートに分かれて、ケチャのリズム・アンサンブルを体験してみよう。

１〜16は拍を表しています。アは12拍が一つのまとまり、イとウは16拍が一つのまとまりです。
「●」の部分は休みです。初めはゆっくりとした速度で練習して「ケチャ」の仕組みを理解しましょう。

ア

イ

ウ

ケチャを体験しよう

話し合おう
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音楽を愛好する心情を育み、
豊かな情操を養う教材と学習を設定しています。

イメージや感情の羽ばたきを促し、音楽的な見方・考え方を働かせた学習に導くページ

p.2-3

特色１

教科書巻頭の「With My Heart 
音楽はメッセージ」では、ユニー
クな活動を展開するピアニストか
ら中学生へのメッセージを紹介。
音楽的な見方・考え方を働かせた
学習の入り口としました。

音楽文化と豊かに関わりながら学びを進められる内容

p.58-59 p.60-61

わが国とアジア地域の多様で豊かな声による表現を鑑賞し〈聴き取ったこと〉〈感じ取ったこと〉
〈調べたこと・わかったこと〉を整理します。「Let’s Try! ケチャを体験しよう」で学習を深める
ことができます。

2



中学音楽１ 学習M
マップ

AP

光の道

p.10

思いをこめて
楽しく歌おう

歌詞の内容を味わい、強弱や音域
に応じた歌い方を工

く
夫
ふう
します。

夏の思い出

p.18

赤とんぼ

p.22

曲の形式
を生かして歌おう

曲想を感じ取り、形式を生かした
表現を工夫します。

D
ド
O-R

レ
E-M

ミ
I

p.14

エーデル
ワイス

p.15

「サウンド・オブ・ミュージック」から

夢の翼
つばさ

p.17

あの丘
おか
の

向こうから

p.32

曲想の変化
を生かして歌おう

曲想の変化を感じ取って
表現を工夫します。

ソーラン節

p.34

かりぼし
切り歌

p.35

民
みん
謡
よう
の特徴を捉

とら
えて

ふさわしい声で歌おう

それぞれの民謡のリズムの違
ちが
いを

生かして、表現を工夫します。

明
あ
日
す
を信じて

p.26

飛び立とう
君の空へ

p.28

パートの役割を
生かして合わせて歌おう

曲全体の構成と自分のパート
の役割を生かして歌います。

「春」
第１楽章

p.44

曲の特
とく
徴
ちょう

を生かして歌おう

それぞれの曲の特徴を
比べながら表現を工夫します。

曲の形式
を捉

とら
えながら鑑賞しよう

曲想の変化を形式やソネットと
関わらせながら鑑賞します。

郷土の
さまざまな民謡

p.36

郷土のさまざまな民
みん
謡
よう

を味わいながら鑑賞しよう

音楽の役割を考えながら、
多様な表現を鑑賞します。

魔
ま
王
おう

p.48

曲想の変化
を感じ取って鑑賞しよう

曲想の変化を物語の進行と
関わらせながら鑑賞します。

箏曲
「六段の調

しらべ
」

p.52

箏
そう
曲
きょく
の多様な表現

を鑑賞しよう

箏
そう
（こと）の音

ね
色
いろ
（おんしょく）や

表現を味わいながら鑑賞します。

日本と
アジアの声による
さまざまな表現

p.58

わが国やアジア地域の、
多様で豊かな声による表現

を鑑賞しよう

音楽の特徴や役割を捉え、
多様性を考えながら鑑賞します。

p.38

言葉の特徴を捉えて

旋
せん
律
りつ
をつくろう

言葉のつながり方を工夫して、
短い旋律をつくります。

日本語の抑揚を生かした旋律をつくろう

p.40

言葉の特徴を捉えて

音楽を構成しよう

言葉のつなげ方や重ね方、
全体のまとまりを工夫して音楽をつくります。

全体の構成を考えながら音楽をつくろう

尺八曲
「鹿の遠

とお
音
ね
」

p.56

尺
しゃく
八
はち
曲の多様な表現
を鑑賞しよう

尺八の音色や表現を
味わいながら鑑賞します。

How to Study学習の進め方
音色 リズム 速度 強弱 形式 構成旋律 テクスチュア音楽を形づくっている要素

歌 

唱

鑑 

賞

創 

作

曲について理解しよう よりよい表現や聴き方を
工夫しよう

曲想を感じ取り、感じ取った
理由を音楽の構造や歌詞の内容と

関わらせて理解しよう。

音楽の特徴とその背景となる
文化や歴史、他の芸術との
関わりについて理解しよう。

音のつながり方と、
重なり方や構成上の特徴を理解しよう。

「こんなふうに表現したい」
という思いや意図を
生かして歌おう。

曲について自分なりに考え、
音楽のよさや美しさを
味わって聴こう。

「こんなふうに表現したい」
という思いや意図を生かして

つくろう。

「音楽を形づくっている要素」を
手がかりにして学習を進めよう

「音楽を形づくっている要素」を
手がかりにして曲の特徴を調べ、

表現の仕方を考えて、交流してみよう。

「音楽を形づくっている要素」を手がかりにして
曲の特徴を調べ、聴

き
き取ったことや

感じ取ったことをまとめて、交流してみよう。

「音楽を形づくっている要素」を
生かして旋律や音楽をつくってみよう。

日本語の抑
よく
揚
よう ストーリーの構成

歌 

唱

鑑か
ん 

賞し
ょ
う

創 

作

8 9
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曲
の
形
式
を
生
か
し
て
歌
お
う
。

尾
お
瀬
ぜ
ヶ
が
原
はら

石
しゃく
楠
な
花
げ
色
いろ
にたそがれた頃

ころ
（夕暮れ）の尾瀬ヶ原

夏の思い出

ピアニッシモ
▶p.90

三連符
ぷ

▶p.88

ディミヌエンド
▶p.90

テヌート
▶p.90

フェルマータ
▶p.90▶p.22

比べてみよう

●曲想と形式との関わりを理解して、
音域に応じた声で歌おう。

●曲想と歌詞の内容との関わりを生かして
表現を工

く
夫
ふう
しよう。

R7中音  教科書【１年 】p20　2023年3月20日 15：36：00 R7中音  教科書【１年 】p21　2023年3月20日 15：36：00
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学習の見通しがもて、学びを深めます。

先生方と生徒の一人一人に寄り添って、ご授業を支えます。

特色 2

特色３

教科書冒頭に教材と適切な学習の進め方を提示し、主体的・協働的な学びを深める

学習内容を、美しいビジュアルとユニバーサルデザインに配慮した紙面で表現

p.8-9

p.20-21

育成を目指す資質・能力
知識及び技能
思考力、判断力、表現力等

教材名

各領域・分野の「学習の進め方」
を提示しました。

新出の用語や
記号など

題材名

比較して学習
を深められる
教材（p.22

「赤とんぼ」）

教材名 活動のポイント 石楠花色にたそがれた尾瀬ヶ原

これらの関係性を明らかにして
います。

領域・分野の、相互のつながり
も示しています。

SA
MP
LE

SA
MP
LE

3



２．対照表

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所

〈教材選定における配慮〉 〇幅広い知識と教養、豊かな情操を培えるように、我が国及び諸外国の音楽から、さ
まざまな時代や曲種のものを選び、音楽のもつ多様なよさや面白さを感じ取るこ
とができるように配慮しました。（第1号）

・・全学年

〈教材の配列と扱いにおける配慮〉 〇生徒一人一人がその能力を伸ばし創造性を培えるように、教材の配列や扱いに配
慮しました。（第２号） ・・全学年

巻頭
「With My Heart 
音楽はメッセージ」

〇著名な音楽家からのメッセージなどを掲載し、生徒の豊かな情操の育成に配慮し
ました。（第１号） ・・p.2－3

〇個人の価値を尊重し、音楽家を職業として意識できるメッセージを掲載しました。
（第２号） ・・p.2－3

〈歌唱〉 〇合わせて歌う活動を通して、自他の敬愛と協力を重んずる点を重視しました。（第
３号）

・・p.10－17
・・p.26－33
・・p.66－85

〇自他の敬愛と協力が感じられる歌詞内容を重視しました。（第３号） ・・p.78－83

〇郷土の伝統的な歌唱という点を重視しました。（第５号） ・・p.34－35

〇我が国の自然や四季の美しさ、暮らしとの関わりを感じ取れる点を重視しました。
（第４号、第５号） ・・p.84－85

〈鑑賞〉 〇民謡が暮らしの中で育まれてきた点を重視しました。（第５号） ・・p.36－37

〇我が国の伝統音楽の特徴を感じ取れるものを重視しました。（第５号） ・・p.52－56

〇他国を尊重し、音楽文化の共通性や固有性を感じ取れる教材の充実を図りました。
（第５号） ・・p.58－60

〈創作〉
「音のスケッチ」

〇グループで表現する活動を通して、自他の敬愛と協力を重んずる点を重視しまし
た。（第３号） ・・p.40－41

〇日本語の特徴などを感じ取れるように配慮しました。（第５号） ・・p.38－41

〈共通教材〉　
「日本の歌 みんなの歌」

〇写真や資料を配し、我が国の自然や四季の美しさを大切にする気持ちを育むよう
配慮しました。（第４号） ・・p.18－23

国歌「君が代」の扱い 〇歌詞や楽譜が読みやすい見開き構成とし、「細石」の写真や歌詞の大意を掲載し
ました。（第５号） ・・p.86－87

〇自国や他国の国歌が演奏される場面をスポーツ大会の写真で表し、国歌が担う国
際的な役割を示すようにしました。（第５号） ・・p.86－87

4



３．対照表の記載事項以外に特に意を用いた点や特色

専門家による校閲を受け、全ての人にとっての学びを保障する「ユニバーサルデザイン」の観点に立って編修しました。

カラーユニバーサルデザインへの配慮
　紙面全体、文字や図版については、色の組み合わせや濃淡の工夫、また罫線や記号・番号、文字の補助を施
すなど、色覚の多様性を問わず、より多くの人に見やすいカラーユニバーサルデザインに配慮しています。

人権教育への配慮
　人権を尊重し、あらゆる差別やジェンダーなどについても配慮しています。

ユニバーサルデザインフォントの使用
　紙面でもデジタル画面でも、見やすく、読みやすいユニバーサルデザインフォントを要所に使用しています。

人権教育・特別支援教育

　ESD・SDGsへ対応した教材を設定し、専門家による校閲を受け、関連する内容をマークで示しました。
　p.58「日本とアジアの声によるさまざまな表現」では、我が国やアジアの暮らしと結びついた音楽から、人や国の不平等を
なくすことと、世界の文化遺産の保護に努力することへの意識づけが図れます。

ESD・SDGsへの取り組み

　“比べてみよう”で結びつけられた教材を活用すると、曲想や音楽の構造などを比較して学びを広げることができます。そし
て、すすんで学び合うための活動例〈Active!〉、歌うためのワンポイント・アドヴァイス〈Sing! Sing!〉、声や楽器を取り入れた
活動〈Let’s Try!〉、合唱曲集〈歌のアルバム〉を組み合わせることで、地域や学校ごとのカリキュラムへの対応が可能です。

今日的な教育課題（カリキュラム・マネジメント）への対応

ICTを活用した個別最適な学習への配慮

　発達段階に応じて、コンピュータ（タブレット型等）を効果的に活用できる学習活動を設定しています。

コンピュータ（タブレット型等）の活用

　教科書と同内容の学習者用デジタル教科書や、動画や音声などを追加した学習者用デジタル教材及び、指導者用デジタル教
科書（教材）を発行します。

デジタル教科書・教材の発行

　紙面上の二次元コードを通じた、良質なデジタルコンテンツ（動画、音声、ワークシート）の活用により、学習への意欲を
高め、学びを活性化し、確かなものにすることができます。

まなびリンク

見る（動画） 聴く（音声） 記録する（ワークシート）

教科書の紙面では、二次元コード中央のピクトグラム「見る」「聴く」「記録する」が目印です。
※インターネット環境によって、ご家庭など校外からもアクセスが可能です。
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1

2

3

思
い
を
こ
め
て
楽
し
く
歌
お
う
。

光の道
●歌詞の内容を味わい、強弱や音域に応じた歌い方を工

く
夫
ふう
しよう。

●声の出し方や発音、歌う姿勢を身につけよう。

手を取り合って　ともに行こう

Hand in Hand　迷っても

Hand in Hand　顔を上げて

夢の花　いつか咲
さ

かせよう

光の道で

今 踏
ふ

み出す道は　光があふれてる

空は果てないけれど　仲間がそばにいる

Hand in Hand　隣
とな

り合って

Hand in Hand　笑い合って

どこまでも　歩いていこう

光の道を

一 今 感じる風は　未来から吹
ふ

いてる

緑萌
も

える季節が　僕
ぼく

らを呼んでいる

Hand in Hand　語り合って

Hand in Hand　認め合って

どこまでも　探しに行こう

光の道へ

二

▶p.88
拍
ひょう

子
し

作曲者から皆
みな

さんへ

二分休符
ふ

▶p.88

中学校生活がスタートしたばかりのフレッシュな皆さんに、ぜひ歌ってほしい一曲です。“今 踏み出す道は 光があふれてる”と
始まる の旋

せん

律
りつ

は、落ち着いて一歩一歩進みます。“Hand in Hand”からの の旋律は、明るくいきいきと。その後、二つ
のパートに分かれる の部分（掛

か

け合いの部分）は、お互
たが

いを聴
き

き合って声のキャッチボールを楽しみましょう。最後の４
小節は“光の道で”を、 と  で二回歌います。強弱の差だけでなく、それぞれ素

す

敵
てき

な味わいで聴かせられるとよいですね。
� （名田綾子）

1

3

2

H
ハンド
and i

イン
n H

ハンド
and…「手を取り合って」「協力して」という意味。

R7中音  教科書【１年 】p10　2023年3月9日 15：16：03 R7中音  教科書【１年 】p11　2023年3月9日 15：16：03
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グージォンは、箏と同じ構造をもつ中国に伝わる弦
げん

楽器です。現在はナイロン
を巻いた金属製の弦を使うことが多く、両手に付けた爪

つめ
を使って演奏します。

音色や奏法などに着目しながら鑑
かん

賞
しょう

してみましょう。

箏：黒
くろ

川
かわ

真
ま

理
り

グージォン：謝
シャ

 雪
セツ

梅
バイ

カヤグム：李
イ

 明
ミョン

姫
ヒ

日本箏

中国グージォン

朝鮮半島カヤグム

「サンジョ」
カヤグム 

「漁舟唱晩」
グージォン  

資料 日本とアジアのこと▶p.93

わが国の箏は、奈
な

良
ら

時代に雅
が

楽
がく

に用いる
楽器として中国から伝わりました。
現在、中国にはグージォン（古

こ
箏
そう

）、朝
ちょう

鮮
せん

半島には
カヤグム（伽

か
耶
や

琴
きん

）と呼ばれる楽器があります。
いずれも箏と同じ発音原理と構造をもっています。

カヤグムは、朝鮮半島に伝わる弦楽器で、12
本の絹糸の弦を、爪を付けずに演奏します。
チャンゴと呼ばれる太

たい
鼓
こ

とともに表現するこ
とがあります。箏やグージォンと比

ひ
較
かく

しながら
鑑賞してみましょう。

箏曲「六段の調」と比較して、グージォン「漁
りょう

舟
しゅう

唱
しょう

晩
ばん

」やカヤグム「サンジョ」を
鑑賞し、気がついたことや感じ取ったことをまとめ交流しよう。

日本とアジアをつなぐ音

話し合おう

55

導入部

竜
りゅう
尾
び

竜
りゅう
甲
こう

竜
りゅう
頭
とう

竜
りゅう
角
かく

足（猫
ねこ
足
あし
）

磯
いそ

柱
じ
… �各弦

げん
ごとに一つずつ柱を立てます。

柱の位置を変えて調
ちょう
弦
げん
をします。

糸（弦）…普通は13本です。

箏：深
ふか
海
み
 さとみ

〈各段の初めの部分を五線譜
ふ

と唱歌で表した例〉

　八橋検校が作曲したと伝えられている「六段の調」は、箏曲の段
だん
物
もの
の代表的な曲です。六つの段（部分）から

なり、各段は初段を除いて同じ拍
はく
数
すう
になっています（初段のみ導入部の４拍分が多い）。

　また、この曲をはじめ、日本の伝統音楽は伝承の仕方によって、音やリズム、唱
しょう
歌
が
が異なる場合があります。

眼
がん
龍
りゅう
義
よし
治
はる
  構成

段物…  一曲がいくつかの段（部分）からなる、歌の入らない器楽曲。
検校…  当時、目の不自由な音楽家たちが所属した、当

とう
道
どう
と呼ばれる職業組織での最高の職位。

唱歌…  楽器の音をまねしてうたうもので、旋
せん
律
りつ
や奏法を覚えたり、伝えたりするために使う。

唱歌

楽曲について

初段

二段

三段

四段

五段

六段

箏について

一弦
げん
名
めい
… 二 三 四 五 六 七 八 九 十 斗

と
為
い
巾
きん

〈平調子〉

　箏の調弦の仕方はいろいろありますが、この曲には
「平
ひら
調
ぢょう
子
し
」という調弦の仕方が用いられています。

一の弦をホ
●

にした場合

箏の調子について

唱歌を意識して聴くと
音色やリズムがよくわかります。

「六段の調」は緩
ゆる

やかな速度で始まり、
段ごとにしだいに速くなり、
最後の部分で速度を緩めて終わります。
速度の変化を聴き取ってみましょう。

　箏は奈
な
良
ら
時代に雅

が
楽
がく
の楽器として、中国から伝わった楽器です。その後、少しずつ改良が加えられ、現在の

ような形になりました。箏の本体は、通常、桐
きり
でできています。各部は竜

りゅう
の体にたとえて、竜

りゅう
頭
とう
、竜
りゅう
尾
び
、竜
りゅう
角
かく

などと呼ばれます。

箏曲「六段の調」は、箏のための器楽曲です。箏の音色、この楽曲に使われている音階、
六つの段（部分）からなる曲全体の構成に気をつけて聴いてみましょう。

●箏
そう
（こと）の音

ね
色
いろ
（おんしょく）や表現を味わいながら鑑賞しよう。

●用いられる音階や曲の構成などの特
とく
徴
ちょう
を聴

き
き取ろう。

箏
そう

曲
きょく

「六段の調
しらべ

」
箏
曲
の
多
様
な
表
現
を
鑑か

ん

賞し
ょ
う

し
よ
う
。

　右手に付ける爪
つめ
には角爪と丸爪があり、

流派によって用いる爪が異なります。

角
かく
爪
づめ

丸
まる
爪
づめ

古こ

墳ふ
ん

飛あ
す
か鳥

奈な

良ら

平へ
い

安あ
ん

江え

戸ど

明め
い

治じ

鎌か
ま

倉く
ら

南な
ん

北ぼ
く

朝ち
ょ
う 

室む
ろ

町ま
ち 

戦せ
ん

国ご
く

安あ

土づ
ち

桃も
も

山や
ま

●
生い
く

田た

流
箏
曲
の
創
始

●
山や
ま

田だ

流
箏
曲
の
誕
生

八
橋
検
校
1685

1614

（伝）八
やつ

橋
はし

検
けん

校
ぎょう

 作曲

オ…押
お
し手

で
　後オ…後押し　ヒ…引き色　　 …一の弦を弾

ひ
く

サーラリン…裏
うら
連
れん
を表す唱歌。短いトレモロ（同じ音を連続して弾く）の後に、高い音から低い音へ連続的に速く弾くこと。
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１．編修上特に意を用いた点や特色

音楽を愛好する心情を育み、
豊かな情操を養う教材と学習を設定しています。

音楽的な見方・考え方を働かせた学習に導く紙面構成

音楽文化と豊かに関わる資質・能力の育成を目指す

特色１

箏曲「六段の調」で、我が国の伝統音楽の特徴とそこから生まれる音楽の多様性について理解を促し、［日本とアジア
をつなぐ音］で、箏と同じ発音原理をもつアジアの楽器を比較し、音楽表現の共通性や固有性について考えます。

p.10-11

作曲者からの
メッセージ

〈音楽的な見
方・考え方の
ヒント〉

新出の
用語や記号など

〈共通事項〉

題材名
〈育成を目指す
資質・能力〉

活動のポイント〈音楽的な見方・考え方のヒント〉

SA
MP
LE SA

MP
LE

p.52-55

1

編 修 趣 意 書
（学習指導要領との対照表）

受理番号 学校 教科 種目 学年

105-96 中学校 音楽科 音楽（一般） 第１学年
発行者の番号・略称 教科書の記号・番号 教科書名

17 教出 音楽017-72 中学音楽１　音楽のおくりもの



1

2

3

4

1

2

3

4

歌詞の翻
ほん

訳
やく

D
ドー

oe は鹿、雌
めす

の鹿　R
レイ

ay は太陽の光のしずく
M
ミー

e は自分自身を呼ぶ言葉　F
ファー

ar はずっと遠くの場所
S
ソー

ewは針と糸で縫
ぬ

う仕事　L
ラ

a は S
ソー

ewに続く音
T
ティー

ea はジャムやパンに合う飲み物
では最初に戻

もど

って
　　　（ド・レ・ミ・ファ・ソ・ラ・シ・ド……）
音さえ知っていれば、どんな歌だって歌えるよ　

エーデルワイス　エーデルワイス
毎朝　私を出迎

むか

えてくれる
小さくて白く　清らかに輝

かがや

いて
私に会えて　幸せそうに
雪のように　白い花
いつまでも　咲

さ

き続けてくれますように
エーデルワイス　エーデルワイス
永遠に　私の祖国を祝福してほしい

DO-RE-MI（ドレミの歌） エーデルワイス

D
ド

O-R
レ

E-M
ミ

I（ドレミの歌） エーデルワイス
「サウンド・オブ・ミュージック」から

曲
の
特と

く

徴ち
ょ
う

を
生
か
し
て
歌
お
う
。

●それぞれの曲の特徴を生かした表現を工
く
夫
ふう
しよう。

●二つの曲の曲想の違
ちが
いを理解して歌おう。

（クレシェンド）… だんだん強く

ダ・カーポ
▶p.90

（ブレス）… 息つぎ …　  から　  へとぶ … 結び ▶p.90

▶p.15

比べてみよう

▶p.14

比べてみよう
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14 15

それぞれの曲の特
とく

徴
ちょう

についてまとめてみよう

それぞれの曲の、速度、拍
ひょう

子
し

、テクスチュア（音の重なり方）などについて調べ、比べてみよう。
調べた内容について交流し説明してみよう。

曲の特徴を生かして表現の仕方を工
く

夫
ふう

してみよう

強弱の変化や、はずんだ感じや滑
なめ

らかな感じなど、歌い方に
ついてどのような工夫ができるか考えてみましょう。

それぞれの曲の 〜 の部分ごとに、曲の特徴を生かした表現の仕方について考えてみよう。
それをもとに交流してみよう。

1 4

D
ド

O-R
レ

E-M
ミ

I（ドレミの歌） エーデルワイス

速　度

拍　子

テクスチュア
（音の重なり方）

その他　
気づいたこと

D
ド

O-R
レ

E-M
ミ

I（ドレミの歌）

1

2

3

4

エーデルワイス

1

2

3

4

比べてみよう

ド レ ミ
「サウンド・オブ・ミュージック」から

「DO-RE-MI（ドレミの歌）」「エーデルワイス」

16

言
葉
の
特と

く

徴ち
ょ
う

を
捉と

ら

え
て
音
楽
を
構
成
し
よ
う
。

●言葉のつなげ方や重ね方、全体のまとまりを工
く
夫
ふう
して音楽をつくろう。

●言葉のリズムを意識して、ストーリーを表す言葉を選ぼう。

全体の構成を考えながら音楽をつくろう
音のスケッチ

はじめに 日本語には、自然や動物、物などが発する音や、様子を表す言葉がたくさんあります。

ヒヒーン、モォー、パカパカ、ガタゴト、ガッシャーン、
しーん、ふわふわ、わくわく、ゆらゆら、どきどき　など

公園にハトやスズメが餌
えさ

を求めてどんどん集まってくる。

犬がほえると、鳥たちが一
いっ

斉
せい

に飛び立ち、公園に静
せい

寂
じゃく

が 訪
おとず

れる。

再び鳥たちが集まりだし、公園がにぎやかさを取り戻
もど

す。

もう一度、簡単なストーリーや集めた言葉を検討し、

交流したことを参考に作品をつくり直してみよう。

例

例

A
B
A'

例

例

表現した言葉のどれ
かに、楽器の音を重
ねたり動作を加えた
りすると、さらにお
もしろくなるね。

ストーリー

構成図

もっと楽しもう

「活動 1 」で表した言葉をカードにして、繰
く

り返したり重ねたりしてテーマを表現してみよう。活動 2

テーマにそった簡単なストーリーを想像し、構成や言葉の重ね方を工夫して、
イメージに合った音楽をつくろう。始め方と終わり方も工夫しよう。

活動 3

５～６人のグループになり、表現したいテーマを決め、さまざまな言葉で表してみよう。活動 1

活動 4

活動 5

活動 6

テーマ

言 葉

ストーリー

構成図

ア

イ

エ

ウ

ア

イ

ウ

エ

A B A'

テーマ 「公園のハトやスズメたち」

言 葉 ハト スズメ…「ポッポー」「クルックー」 …「チュンチュン」「チチーチー」

ア ポッポー

ア

イ クルックー

イ

ウ チュンチュン

ウ

エ チチーチー

エ

左ページの「活動 」～「活動 」を参考にして、
次の「活動 」～「活動 」の順番で音楽をつくってみよう。

1 3

4 6

R7中音  教科書【１年 】p40　2023年3月9日 15：40：36 R7中音  教科書【１年 】p41　2023年3月9日 15：40：36

40 41

Let's Try!

わ だ たかし

くいしんぼうのラップ
全体の構成を理解して表現を楽しもう。

速度や強弱を自由に設定して表現を工
く
夫
ふう
しよう。

…二分音
おん

符
ぷ

を１
いっ

拍
ぱく

とした二拍
びょう

子
し

R7中音  教科書【１年 】p42　2023年3月9日 15：42：23 R7中音  教科書【１年 】p43　2023年3月9日 15：42：23
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特色 2

「DO-RE-MI」と「エーデルワイス」の曲の特徴を、［音楽を形づくっている要素］を手がかりに比較し、曲想の
違いを理解して、表現の工夫に生かします。

［全体の構成を考えながら音楽をつくろう］では、
言葉の自然なリズムや抑揚を聴き取り、反復や重
ね方による全体の構成を考えながら創作します。

「くいしんぼうのラップ」では、言葉の
反復や重ね方を理解して表現します。
これを〈学びを深めるヒント〉にして、
創作に生かすことができます。

p.14-16

p.40-41 p.42

すすんで学び合うための活動例

学習の見通しがもて、学びを深めます。

指導のねらいに照らして適切な教材を、学びが深まる構成や配列でご提示
SA
MP
LE SA

MP
LE

SA
M
PL
E

2



Let's Try!

せー

のっ

❹

❶❶
❶❶ ❶❶

❷

❷

❷
❸

❸
1

2

「夏の思い出」の１番の歌詞には、「鼻濁音」になるところが五か所あります。
発音に気をつけて歌ってみよう。

「赤とんぼ」の２番の歌詞にも、「鼻濁音」になるところが一か所あります。
「鼻濁音」で発音するところに下線を引き、歌ってみよう。

基本の形と演奏の始め方

拍子ごとに「図形」があります。曲の速さや強弱などによって図形は変化しますが、一般的には次のとおりです。

１
いっ
拍
ぱく
めの落ちる方向を拍子ごとに意識します。4拍子は真下、３拍子は左下、２拍子は右下になります。

相澤先生

指揮をしてみよう
指揮の仕方について、基本の形を身につけよう。

合唱で表現するときの指揮の仕方について、指揮者の相
あい
澤
ざわ
先生の言葉を参考にして考えてみましょう。

「夏の思い出」
 指揮 相

あい
澤
ざわ
直
なお
人
と

「せーのっ」と声に出してみながら振
ふ

ってみよう。
「せーのっ」を大きく表現すると、どのような演奏になるだろう？
逆に小さくすると、どのようになるだろう？

歌詞の言葉を表現する際には、子
し

音
いん

や母音の発音の仕方を意識しましょう。
「ガ行」の音は「鼻

び

濁
だく

音
おん

」で発音する場合があります。 鼻濁音…濁音の子音を鼻に抜
ぬ
いて発音するもの。

言葉の発音について

演奏の始め方
演奏を始めるときは、
一
いっ
般
ぱん
的に「せーのっ」

の「のっ」を意識して
たたくとよいです。

❹

テニスボールが地面を
ポーンと跳

は
ねる様子を

イメージします。

❶ 「おへその前に地面
がある様子」を想像
し、テニスボールの
動きを右手で表して
みます。（❸へ）

❷

右手で表現します。
【ポイント】
ボールが落ちるときは脱

だつ
力
りょく

し、跳ねる瞬
しゅん
間
かん
だけ肘

ひじ
の筋

肉を使う感覚で、「たたき」
と呼ばれる指揮の最も基本
的な動作となります。

❸

いろいろな拍
ひょう

子
し

の指揮の例 ▶p.88

24 25

新潟県

福島県

群馬県

にいがた

ふくしま

ぐん ま

尾瀬ヶ原の
お ぜ が はら

位置

石石
しゃくしゃく
楠楠
なな
花花
げげ

水芭蕉水芭蕉

浮浮
うう
き島き島

　詩人。新潟県生まれ。1930年
（ 昭

しょう
和
わ
５年）、県立静

しず
岡
おか
高等女

学校を卒業。深
ふか
尾
お
須
す
磨
ま
子
こ
に詩

を学ぶ。詩集「イラク紀行」など
の他、「花の街」「夏の思い出」
は歌曲として有名である。

江
え

間
ま

章
しょう

子
こ

  ［1913-2005］

　作曲家。東
とう
京
きょう
都生まれ。

1943年（昭和18年）、東京音楽
学校（現在の東京芸術大学）を
卒業。歌曲、合唱曲など多数の
作品がある。「星とたんぽぽ」
「ちいさい秋みつけた」の作曲者
としても知られている。

中
なか

田
だ

喜
よし

直
なお

  ［1923-2000］

一
夏
が
く
れ
ば  

思
い
出
す

は
る
か
な
尾お

瀬ぜ  

遠
い
空

霧き
り

の
な
か
に  

う
か
び
く
る

や
さ
し
い
影か

げ  

野
の
小こ

径み
ち

水み
ず

芭ば

蕉し
ょ
う

の
花
が  

咲さ

い
て
い
る

夢
み
て
咲
い
て
い
る  

水
の
辺ほ

と

り

石し
ゃ
く

楠な

花げ

色い
ろ

に  

た
そ
が
れ
る

は
る
か
な
尾
瀬  

遠
い
空

二
夏
が
く
れ
ば  

思
い
出
す

は
る
か
な
尾
瀬  

野
の
旅
よ

花
の
中
に  

そ
よ
そ
よ
と

ゆ
れ
ゆ
れ
る  

浮う

き
島
よ

水
芭
蕉
の
花
が  

に
お
っ
て
い
る

夢
み
て
に
お
っ
て
い
る  

水
の
辺
り

ま
な
こ
つ
ぶ
れ
ば  

懐な
つ

か
し
い

は
る
か
な
尾
瀬  

遠
い
空

尾瀬ヶ原尾瀬ヶ原

　ふっと目に浮
う

かんだのが水
みず

芭
ば

蕉
しょう

がいっぱい咲
さ

いている
風景でした。（群馬県の）沼

ぬま

田
た

から片
かた

品
しな

へ行って、片品の
戸
と

倉
くら

の入り口で水芭蕉がいっぱい咲いている風景を見たこ
とがあったんです。それはもう戦争が終わる一年二、三か月
前のできごとだと思います。とにかく果てから果てまで水芭
蕉が咲いていまして。何も書けなかった時にふっと浮かび
上がったの、水芭蕉を書いてみようと。（江

え

間
ま

章
しょう

子
こ

）
 「唱歌のふるさと うみ」から

　この曲は、昭
しょう

和
わ

24年、NHK
のラジオ歌

か

謡
よう

として作曲し、放送
されました。
　日本語は、抑

よく

揚
よう

が大切なの
で、言葉を生かし、正しい日本語
に聞こえるように作曲しました。
（中

なか

田
だ

喜
よし

直
なお

）

作者について

作曲作詞

尾
瀬
…
群
馬
、福
島
、新
潟
三
県
に
ま
た
が
る

　
　
　
日
本
有
数
の
湿
原
地
帯

石
楠
花
色
…
淡た
ん

紅こ
う

色

浮
き
島
…
湖こ

沼し
ょ
う
に
浮
か
ん
で
動
く
植
物
や
泥ど
ろ

　
　
　
　
な
ど
で
で
き
た
島
状
の
も
の

夏の思い出
A Message for You

18 19

リトルネッロ部 前半

リトルネッロ部 後半

「和声と創意の試み」第１集「四季」から

東
とう

京
きょう

春
はる

祭
さい

チェンバー・オーケストラ

「春 第１楽章」には、ソネットという短い形の詩がつけられ、春の様子を
表しています。Ａ〜Ｅのソネットと音楽との関わりを、独奏ヴァイオリンと
弦
げん

楽
がく

合奏による表現から聴き取ってみましょう。

A「春が陽気にやってきた」

B「鳥たちが楽しい歌で挨
あい
拶
さつ
をする」

（小鳥たちの歌）

「春」
第１楽章
第２楽章
第３楽章

全曲構成

曲
の
形
式
を
捉と

ら

え
な
が
ら
鑑か

ん

賞し
ょ
う

し
よ
う
。

●曲想の変化を形式やソネットと関わらせながら鑑賞しよう。
●リトルネッロ形式による曲の構成を聴

き
き取ろう。

ヴィヴァルディ 作曲

（ソロ）… 独奏（トゥッティ）… 全合奏

「春」第１楽章

エピソード部

リトルネッロ部 後半

44
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チェンバロ

独奏ヴァイオリン

第１ヴァイオリン 第2ヴァイオリン

チェロ コントラバス

ヴィオラ

「四季」楽器編成について

 「四季」は、独奏ヴァイオリンと弦
げん

楽
がく

合奏［ヴァイオリン、ヴィオラ、チェロ、コントラバス］（▶p.92参照）、通奏低音
で演奏される協奏曲です。通奏低音は、へ音譜表（▶p.30参照）に記された音

おん
符
ぷ

に即
そっ

興
きょう

的に和音を加えながら伴
ばん

奏
そう

するパートを含
ふく

み、写真のようにチェンバロ奏者が担当することが多いです。チェンバロは16～18世紀にヨーロッパで
広く用いられた鍵

けん
盤
ばん

楽器で、鍵盤を押
お

すと爪
つめ

が弦をはじいて発音する仕組みになっています。
　協奏曲とは独奏楽器と合奏のための器楽曲のことで、イタリア語の「コンチェルト」を日本語に訳した
ものです。

ソネット 聴き取ったこと 感じ取ったこと

A

B

C

D

E

ソネットに描かれている情景と音楽との関わりについて、聴
き

き取ったことや感じ
取ったことをまとめておきましょう。
旋
せん

律
りつ

の特
とく

徴
ちょう

と反復や変化の仕方、強弱、楽器の音
ね

色
いろ

（おんしょく）によく注意し
て聴き取りましょう。

チェンバロ
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R7中音  教科書【１年 】p47　2024年1月17日 13：01：38

表現及び鑑賞の幅広い活動の支えになる、見やすく整理されたデザイン

特色 3

p.18-19

p.24-25

p.44-47

学習に役立つ情報を集めた
ウェブサイト〈まなびリン
ク〉では、「夏の思い出」を
例題にした、指揮の解説動
画を視聴できます。

まなびリンクでは、「チェンバロの発音原理」
の解説動画を視聴できます。

「夏の思い出」では尾瀬の美しい
写真をレイアウトしました。

［Sing! Sing! 言 葉
の発音について］で

「夏の思い出」の鼻
濁 音 を 取 り 上 げ、

［Let’s Try! 指揮を
してみよう］で指揮
の仕方をイラストと
動画で解説します。

先生方と生徒の一人一人に寄り添って、ご授業を支えます。

SA
MP
LE

3



検討の観点と内容の特色

観点 内容の特色（該当箇所掲載）

知識及び技能の習得
・・［共通事項］に示された「音楽を形づくっている要素」を手がかりに学習を進めることを示し（p.9、

p.62）、見開き左端に題材を表しました（p.10－p.59）。

思考力、判断力、表現力等の育成
・・［共通事項］に示された「音楽を形づくっている要素」をもとに、音楽の魅力を感じ取ったり、思

いや意図を生かして表現したりできるよう、教材や扱い方に配慮しました（p.14－16、p.44－
47他）。

主体的・協働的で深い学び
・・生徒が主体的・協働的に学習を進め、すすんで学び合うための活動例を示しました（p.16、p.26、

p.47、p.49）。

系統性
・・１年間の学習の流れを領域・分野ごとに「学習MAP」として表しました（p.8－9）。「学習MAP」

では、領域・分野相互のつながり方も示し、更に学年相互のつながりも配慮しました。

配列・分量 ・・精選された教材を適切に扱える分量で、〈題材〉〈活動のポイント〉と合わせて配列しました。

歌唱教材
・・音域、長さ、歌詞が発達段階に適合するように、教材を精選しました。合唱形態は、導入から混

声三部まで配慮をしました。

創作教材
・・思いや意図を生かして創作ができるよう、活動の手順を示しました。手順の補完は、キャラク 

ターが吹き出しで示すなどの配慮をしました。

鑑賞教材
・・聴き取ったことや感じ取ったことを整理しながら進める学習に適した教材を、譜例、写真、イラ

ストと併せて示しました。

伝統・文化の尊重
・・歌唱共通教材では、歌詞から想像される情景を表す写真や資料を掲載しました（p.18、p.22）。
・・我が国の伝統音楽の特徴と多様性について配慮しました（p.36、p.52、p.56）。

国際理解
・・外国語の学習との関連から英語歌詞の教材を扱いました（p.14－15）。
・・日本とアジアの音楽の、共通性と固有性を感じ取れるように配慮しました（p.58－61）。

生活や社会とのつながり ・・音楽家による、生活や社会と音楽との関わりが感じ取れるメッセージを掲載しました（p.2－3）。

教育基本法との対応
・・第二条第１号～第５号に適合するように編修しています（教育基本法との対照表をご参照くださ

い）。

ICT機器の活用
・・紙面に掲載した二次元コードで、生徒の使用する端末からインターネットを使って容易に閲覧で

きる動画・音声・テキストの資料〈まなびリンク〉を用意しています。

特別支援教育・ユニバーサルデザイン
・・専門家による校閲を受け、全ての人にとっての学びを保障する「ユニバーサルデザイン」の観点

に立って編修しました。

ESD・SDGsへの取り組み
・・我が国やアジアの暮らしと結びついた表現から、人や国の不平等をなくすことと、世界の文化遺

産や自然遺産の保護や保全に努力することについて意識できるようにしました（p.58−59）。

文字、印刷、製本
・・文字は見やすさを第一義に、字体、字間、行間に配慮しました。
・・印刷は鮮明さと見やすさを、製本は長期の使用に十分に耐えられることを第一義に取り計らいま

した。
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２．対照表

教材
（◎…鑑賞教材） 該当箇所

Ａ 表現 Ｂ 鑑賞 共通事項

他教科
との
関連

(1)歌唱 (2)器楽 (3)創作 (1)教材 (1)

ア
イ ウ

ア
イ ウ

ア
イ

ウ
ア イ

ア イ
ア イ ア イ ア イ ア イ ア イ ア イ ウ ア イ ウ

　光の道 p.10～p.11 ○ ○ ○ ○ ○

　歌うための準備 p.12～p.13 ○ ○ ○ ○ ○

　DO-RE-MI（ドレミの歌） p.14 ○ ○ ○ ○ ○ 英語

　エーデルワイス p.15 ○ ○ ○ ○ ○ 英語

　夢の翼 p.17 ○ ○ ○ ○ ○

　夏の思い出 p.18～p.21 ○ ○ ○ ○ ○

　赤とんぼ p.22～p.23 ○ ○ ○ ○ ○

　言葉の発音について p.24 ○ ○ ○ ○ ○

　指揮をしてみよう p.25 ○ ○ ○ ○ ○

　明日を信じて p.26～p.27 ○ ○ ○ ○ ○

　飛び立とう君の空へ p.28～p.29 ○ ○ ○ ○ ○

　変声と混声合唱 p.30～p.31 ○ ○ ○ ○ ○ 社会

　あの丘の向こうから p.32～p.33 ○ ○ ○ ○ ○

　ソーラン節 p.34 ○ ○ ○ ○ ○

　かりぼし切り歌 p.35 ○ ○ ○ ○ ○

◎郷土のさまざまな民謡 p.36～p.37 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 社会

　日本語の抑揚を生かした　
　旋律をつくろう p.38～p.39 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 国語

　全体の構成を考えながら
　音楽をつくろう p.40～p.41 ○ ○ ○ ○ ○ 国語

　くいしんぼうのラップ p.42～p.43 ○ ○ ○ ○ ○

◎「春」第１楽章 p.44～p.47 ○ ○ ○ ○ ○ ○

◎魔王（シューベルト） p.48～p.51 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 国語

◎魔王（ライヒャルト） p.49 ○ ○ ○ ○ ○ ○

◎箏曲「六段の調」 p.52～p.54 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

◎日本とアジアをつなぐ音 p.55 ○ ○ ○ ○ ○ ○

◎尺八曲「鹿の遠音」 p.56 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　唱歌でポン p.57 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

◎日本とアジアの声による
　さまざまな表現 p.58～p.59 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 社会

　表現の仕方を調べてみよう p.60 ○ ○ ○ ○ ○ ○

　ケチャを体験しよう p.61 ○ ○ ○ ○ ○

◎どんな特徴があるかな？
　きらきら星変奏曲 p.62～p.63 ○ ○ ○ ○

　コンピュータで表現しよう p.64 ○ ○ ○ ○ ○ 技術

　チャイム チャイム！ p.66 ○ ○ ○ ○ ○

　心ひらけば p.67 ○ ○ ○ ○ ○

　明日への勇気 p.68～p.69 ○ ○ ○ ○ ○

　海が明けるよ p.70～p.71 ○ ○ ○ ○ ○

　希望という名の花を p.72～p.73 ○ ○ ○ ○ ○

　マイバラード p.74～p.75 ○ ○ ○ ○ ○

　君と歩こう p.76～p.77 ○ ○ ○ ○ ○

　心をこめて p.78～p.79 ○ ○ ○ ○ ○

　ほらね、 p.80～p.83 ○ ○ ○ ○ ○

　故郷（混声二部合唱） p.84～p.85 ○ ○ ○ ○ ○

　君が代 p.86～p.87 ○ ○ ○ ○ ○ ○
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